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事例報告２ リハプライド土崎 
 

開始時 ３か月後

右 17.0ｋｇ 16.9ｋｇ

左 17.4ｋｇ 18.5ｋｇ

20秒 2.13秒
19.61秒 9.74秒
9.89秒 6.55秒
8.26秒 4.57秒

タイムアップ・アンド・ゴー

　5m通常歩行時間
　5m最大歩行時間

【体力測定の記録】

握力

開眼片足立ち

１ 事業所概要 

 地域密着型-通所介護、第１号通所介護を実施。リハビリ専用マシン（6台）

を使ってのマシントレーニングを中心に、”自立支援介護”を実践するリハビリ

型デイサービスである。 

 令和４年度より通所Ｃを受託し、地域密着型-通所介護、第１号通所介護と

一体的に通所Ｃ（運動プログラム）を提供している。 

 通所Ｃでは、期間中に把握した課題をベースに、自宅で気軽に行えるラジオ

体操や個別の身体的機能の課題に応じた自宅でできる体操等を提案し、サービ

ス終了後も実践していただける体制を作っている。 

（リハプライド土崎 パンフレットより一部抜粋） 

【通所Ｃ運営について】 

利用者について 通所Ｃ ２人、要支援・要介護 13人 

（利用定員 15名） 

受け入れ可能時間について 月曜日～金曜日 13時30分～16時45分 

送迎の有無 有り（秋田市内） 

タイムスケジュール 送迎到着 

１３：３０～ バイタルチェック 

１３：５５～ 準備体操 

１４：３０～ マシントレーニング 

個別機能訓練 

１６：００～ バイタルチェック 

１６：２５～ 整理体操 

１６：４５～ 送迎 

 

２ 事例紹介  

【事例１】 

80代後半女性。腰・膝・肩に中等度の痛みから可動制限、転倒リスクがあ

り、一人で買い物に行けなくなったり、外出機会が減少したりしていた。一

人暮らしを継続し、再度一人で買い物に行く希望があったため、「シルバー

カーを使っていとくへ一人で買い物にいく」ことを目標に通所Ｃを利用。 

提供されたセルフケアメニューを毎日実施した他、トイレ内に「あいうべ

体操」の紙を掲示や、「パタカラ体操、舌回し」を就寝前に実施するなど工

夫をこらし、運動が習慣化された。 

３か月後には買い物に一人で行

くようになり、卒業後は家庭内で

これまで通りの家事の継続や庭の

手入れや畑仕事などを行う。 

主担当：看護師 

【内容】 

家でもできる運動指導 

マシン以外のストレッチ 

 



 

開始時 ６か月後
右 21.2kg 20.2ｋｇ
左 10.3kg 15.4ｋｇ

60秒
（つかまりあり）

1.36秒
（つかまりなし）

24.94秒
（杖あり）

15.34秒
（杖なし）

15.92秒
（杖なし）

11.79秒
（杖なし）

9.58秒
（杖なし）

7.97秒
（杖なし）

【体力測定の記録】

握力

開眼片足立ち

タイムアップ・アンド・ゴー

　5m通常歩行時間

　5m最大歩行時間

開始時 ６か月後

右 13.5ｋｇ 17.1ｋｇ

左 13.8ｋｇ 14.6ｋｇ

12秒 18秒
7.39秒 6.70秒
5.11秒 4.12秒
3.77秒 2.94秒

【体力測定の記録】

開眼片足立ち
タイムアップ・アンド・ゴー

　5m通常歩行時間
　5m最大歩行時間

握力

【事例２】 

80代後半女性。座骨神経痛、腰椎すべり症により腰から脚にかけて痛みや

しびれがあり、転倒への不安があった。また、社会参加に否定的であった。

「下肢筋力や体幹を強化し、転倒への不安を軽減し、友人と一緒に外出する

ことができる」ことを目標に通所Ｃを利用。   

自主的な散歩や事業所からのセルフケアメニューに定期的に取り組み、終

了時には体力測定のすべての項目において改善し、セルフケアの定着が図ら

れた。また通所Ｃ利用時に生活支援コーディネーターから紹介された「通い

の場」を見学したことで、社会 

参加の抵抗感が薄れた。 

通所Ｃ終了後は通いの場やサ

ロン等に継続的に参加してお

り、表情が明るくなったと家族

から言われるようになった。 

 

【事例３】 

80代前半男性。脊柱側湾症による腰のだるさから歩きづらさや転倒、帯状

疱疹後遺症の慢性疼痛により、自主トレの実施が難しく、活動に制限があっ

た。「買い物に行くために10～15分安定して歩くことができる」を目標に通

所Ｃを利用。４点杖から軽量タイプの杖への変更や浴室への手すり設置など

住宅改修も行いながら、セルフケアを自身で工夫しながら継続し、習慣化す

る。 

下肢筋力の改善が顕著であり、卒業時には杖無し歩行にも自信が見られ

た。また、通所Ｃ実施を機に、使用していた補聴器の調整を積極的行うな

ど、社会参加や運動の実施に 

対して意欲の向上が見られた。 

卒業後は趣味の庭仕事の再開、

地域サロンに通うなど外出への 

意欲や活動範囲の幅が広がった。 

 


